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会
・
専
門
部
会
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催
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青
少
年
問
題
の
も
つ
重
要
性
を
深
く
認
識

し
、
次
代
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
四
年
に

設
置
し
た
「
度
会
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
」

は
、
町
内
の
各
団
体
・
機
関
の
関
係
者
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
四
日
、
総
会
が
開
催
さ
れ
、

会
長
に
山
川

中
（
や
ま
か
わ

あ
つ
）
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
各
部
会
で

は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

度
会
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
総
会
）

運
営
委
員
会

健全育成部会（育む）

指導員部会（見守る）

読書推進部会（学ぶ）
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指
導
員
部
会
に
お
い
て
、
伊
勢
警
察
署
生
活
安
全
課
の
小
田
係

長
、
棚
橋
駐
在
所
の
山
﨑
巡
査
部
長
を
お
招
き
し
、
学
校
警
察
連

絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
田
係
長
か
ら
過
去
の
事
例
を
交
え
た
講
話
が
あ
り
、
普
段
聞

け
な
い
お
話
に
、
指
導
部
会
員
の
保
護
者
や
教
職
員
は
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
講
話
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
帰
宅
途
中
の
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
犯
罪
の
特
徴
は
・
・
・

・
何
度
も
下
見
を
繰
り
返
し
て
か
ら
犯
行
に
及
ぶ
事
案
が
多
い
。

・
「
後
追
い
」
→
「
声
か
け
」
→
「
痴
漢
」
の
よ
う
に
犯
罪
が
徐
々

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
。

◆
町
民
の
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
・
・
・

挨
拶
を
し
よ
う
！

犯
人
は
、
「
顔
を
見
ら
れ
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

顔
見
知
り
で
な
い
人
に
も
率
先
し
て
挨
拶
す
る
こ
と
を
、
大
人

が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
町
中
に
挨
拶
の
輪
が
広
が
る
こ
と
は
良

い
こ
と
で
す
し
、
万
が
一
、
下
見
中
の
犯
人
で
あ
れ
ば
、
犯
行
を

思
い
留
ま
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

玄
関
を
開
け
て
お
こ
う
！

犯
人
は
、
「
声
を
聞
か
れ
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
通
る
時
間
帯
に
、
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
た
り
、
網

戸
に
し
た
り
す
る
こ
と
や
、
庭
先
に
出
て
掃
除
や
水
撒
き
な
ど

を
す
る
だ
け
で
も
犯
罪
抑
止
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

小
田
係
長
か
ら
、
度
会
町
の
み
な
さ
ん
へ
一
言

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
と
き
、
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
行
動

す
る
の
は
危
険
で
す
。
必
ず
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
い
人
は
「
怖
い
顔
の
お
じ
さ
ん
」
と
い
う
先
入
観
を
持
っ
て
い

る
子
が
多
い
で
す
が
、
優
し
い
言
葉
で
近
づ
い
て
く
る
悪
い
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
代
か
と
心
が
痛
み
ま
す

が
、
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん
に
伝
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就任のご挨拶

この度の度会町青少年育成町民会議総会において、会長に就任しました山川 中です。

何より先ず、これまで多くの方々のお力添えにより、長きに渡り活動を持続することが

できましたことに感謝申し上げます。このような当町民会議の歴史と伝統を考えますと、

この度の就任は、大変光栄なことであるとともに、身の引き締まる思いでございます。

今年度早々、新潟県で下校中の児童が被害にあった痛ましい事件は、悲しみとともに皆

さまのご記憶に残っていることと存じます。少子高齢化、核家族化など、子どもたちを取

り巻く環境は常に変化を続けていますが、「子は宝」であること、そして「命の尊さ」は、

いつの時代も不変です。

現在、放課後児童クラブで勤務させていただいている中で、子どもたちと接する度に、

また、これまでの教員生活を振り返りましても、その思いは増すばかりです。

当町民会議では、その不変の思いを胸に「育む・見守る・学ぶ」という３つの基本理念

を基軸とし、町の宝である子どもたちが、明るい未来に向けて迷いなく、心豊かに成長し

ていけるよう、微力ではありますが、努力して参りたいと決意を新たにしています。

町民の皆さまには、変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げ、就任のご挨拶と

させていただきます。



田 口 山根 勝巳 棚 橋 岡村 宥 田 間 飯田 学

田 口 山根板金塗装 棚 橋 岡村石油店 川 口 掛橋 周樹

田 口 喜多製茶 棚 橋 山北美容院 栗 原 束

田 口 大西歯科医院 棚 橋 ﾋﾞｭｰﾃｨｻﾛﾝ ｴｲ 栗 原 ﾎﾞﾃﾞｰﾜｰｸ ｳﾗｲ

田 口 しづ子美容室 棚 橋 大上 久行 中之郷 中西 亘

麻加江 (有)世古林業 棚 橋 内城田郵便局 中之郷 度会小川郷郵便局

麻加江 度会中川郵便局 棚 橋 中野 靖之 中之郷 JA 伊勢 JAS 小川郷店

麻加江 JA ショップ中川 大野木 伊勢農協本店・度会支店 五ヶ町 中川 美幸

麻加江
医療福祉複合型施設

わたらい
大野木 越智ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ 小 川 中井商店

坂 井 奥野 宮夫 大野木
一級建築士世古幸弘建築

設計事務所
小 萩 喫茶出合

長 原 丸山石油店 大野木 ﾍｱｰｻﾛﾝ・ﾂﾑｷ 脇 出 喫茶セト

長 原 菓子重商店 大野木 (有)大西自動車整備工場 脇 出 ヘアーサロン大釋

大久保 舟瀬商店 大野木 あんふぁん 脇 出 伊勢農協度会支店一之瀬

平 生 鳥羽博文 大野木 いせしま森林組合 脇 出 一之瀬郵便局

平 生 東谷自動車 葛 原
ファミリーマート

わたらい大野木店
和井野 田畑 江美

牧 戸 (有)ﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ ｻｶﾀﾆ 葛 原 (株)東出林業 南中村 山下 政宏

棚 橋 大北 博基 下久具 (有)マルエイ 南中村 中野商会

棚 橋 (有)山本自動車工業 下久具 西 守

棚 橋 ネイション産業(株) 下久具 小岸 隆 平成 30 年 6 月 15 日現在

順不同、敬称略棚 橋 松本寝具店 上久具 尾崎一級建築事務所

夏
休
み
に
、
確
認
し
よ
う

！

◆「子どもＳＯＳの家」とは

子どもたちが道路、公園、広場などで、不審者からの声かけ、痴漢、付き

まとい行為などの被害を受けそうになったり、身の危険を感じたりしたとき
に助けを求めることができる緊急の避難場所です。

子どもたちが助けを求めてきたときは、警察への通報、自宅や学校への連
絡を取るなどの対応をお願いしています。

◆協力員について

趣旨に賛同した町民の皆さんに、「協力員」となっていただき活動していま
す。度会町では平成 16 年 4 月から開始し、多くの方々に引き続きご協力を
いただいています。

◆ステッカーが目印

このステッカーは「子どもＳＯＳの家」とわかる
ようにするための目印です。

協力員には、道路に面した門、玄関、店舗の窓な
ど、よく見える位置にステッカーの掲示をしていた
だいています。

  ～ 新たな協力員も募集しています。

ご協力いただける方はご連絡ください。

教育委員会事務局 ☎62-2422 ～

度
会
町
内
に
は
、
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
」
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
方
・
店
舗
が
あ
り
ま
す
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
通
学
路
や
普
段
遊
ぶ
場
所
の
近
く

に
あ
る
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
」
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
身
近
に
潜
む
「
危
な
い
場
所
」
も
確
認
し
、
「
も
し
も

の
と
き
」
を
想
定
し
て
、
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
た
ら
い
い
か
、
ご

家
庭
で
話
す
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

町内協力員の

みなさん🏠

🌼 ・🌼 ・🌼 ・🌼 ・🌼 ・🌼

🌼 ・🌼 ・🌼 ・🌼 ・🌼 ・🌼


